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漢
点
字
の
散
歩
（
二
十
五
）

岡
田

健
嗣

漢
点
字
紹
介
（
八
）

４
．

漢
点
字
の
ご
紹
介

⑤

複
合
文
字
（
２
）

ａ
．
比
較
文
字
と
発
音
文
字
を
含
む
複
合
文
字

こ
こ
で
は
、
第
一
基
本
文
字
・
漢
数
字
と
、
比
較
文
字
・
発

音
文
字
で
構
成
さ
れ
る
文
字
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）

仲

チ
ュ
ウ

な
か

人
偏

＋

中

人
偏
の
右
側
に
中
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
人
と
人
を
つ
な

ぐ
、
仲
立
ち
を
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
漢
点
字
で
は

「

」
で
人
偏
を
、
「

」
で
中
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
仲
人
）

（
仲
間
）

（
２
）

忠

チ
ュ
ウ

中

／

心

中
の
下
に
心
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
「
ま
ご
こ
ろ
、
た
だ

し
い
」
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

中
を
、
「

」
で
心
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

孝
（
忠
孝
）

臣
蔵
（
忠
臣
蔵
）

（
３
）

若

ジ
ャ
ク

ニ
ャ
ク

わ
か
い

草
冠

／

右

草
冠
の
下
に
右
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
「
わ
か
い
」
と
訓

読
し
ま
す
が
、
漢
文
訓
読
で
は
「
も
し
も
、
も
し
く
は
、
ご
と

し
」
と
読
み
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
草
冠
を
、

「

」
で
右
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

干
（
若
干
）

菜
（
若
菜
）

（
４
）

佐

サ

人
偏

＋

左

人
偏
の
右
側
に
左
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
「
た
す
け
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
人
偏

を
、
「

」
で
左
を
表
し
ま
す
。
第
二
人
偏
を
採
用
し
ま
し

た
。熟

語
：

補

（
補
佐
）

（
５
）

器

キ

う
つ
わ

－ １ －



“
口
＋
口
”

／

大

／

“
口
＋
口
”

大
の
上
下
四
隅
に
口
が
配
さ
れ
た
文
字
で
す
。
物
を
入
れ
る

「
う
つ
わ
」
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
大
を
、

「

」
で
口
を
表
し
ま
す
。
四
つ
の
口
を
、
一
つ
で
表
し
て
い

ま
す
。

熟
語
：

（
食
器
）

（
花
器
）

（
６
）

因

イ
ン

よ
る

囗
（
国
構
え
）

＞

大

国
構
え
の
中
に
大
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
人
が
寝
具
の
上

に
、
ゆ
っ
た
り
と
身
を
伸
ば
し
て
休
ん
で
い
る
様
子
を
表
し
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
国
構
え
を
、
「

」
で
大
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

原

（
原
因
）

果
（
因
果
）

（
７
）

恩

オ
ン

因

／

心

因
の
下
に
心
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
大
事
に
さ
れ
る
、
慈

し
む
こ
と
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
因
を
、

「

」
で
心
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

恵
（
恩
恵
）

厚

（
厚
恩
）

（
８
）

毎

マ
イ

ご
と

ノ
一

／

母

頭
の
毛
を
結
っ
た
女
性
を
象
っ
た
文
字
で
す
。
主
婦
が
日
常

の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
様
子
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
ノ
一
を
、
「

」
で
母
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
毎
日
）

朝
（
毎
朝
）

（
９
）

海

カ
イ

う
み

さ
ん
ず
い

＋

毎

さ
ん
ず
い
の
右
側
に
毎
を
置
い
た
形
の
文
字
で
す
。
「
う

み
」
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
さ
ん
ず
い
を
、

「

」
で
毎
を
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
日
本
海
）

（

）

底

テ
イ

そ
こ

10

广
（
ま
だ
れ
）

＞

“
氏
／
一
”

广
（
ま
だ
れ
）
の
中
に
低
の
旁
で
あ
る
氏
と
一
が
置
か
れ
た

文
字
で
す
。
物
の
最
も
下
の
と
こ
ろ
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字

で
は
「

」
で
广
を
、
「

」
で
低
の
旁
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
底
力
）

（
海
底
）

（

）

込

こ
む

11

－ ２ －



し
ん
に
ょ
う

＋

入

し
ん
に
ょ
う
の
右
側
に
入
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
建
物
な

ど
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
わ
が
国
で
作
ら
れ

た
国
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
し
ん
に
ょ
う
を
、

「

」
で
入
を
表
し
ま
す
。

（

）

浪

ロ
ウ

な
み

12

さ
ん
ず
い

＋

良

さ
ん
ず
い
の
右
側
に
良
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
水
面
を
ゆ

っ
た
り
と
動
く
波
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
さ

ん
ず
い
を
、
「

」
で
良
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
浪
人
）

波

（
波
浪
）

（

）

郎

ロ
ウ

お
と
こ

13

良

＋

お
お
ざ
と

良
の
右
側
に
お
お
ざ
と
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
男
性
を
意

味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
良
を
、
「

」
で
お
お

ざ
と
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
太
郎
）

（

）

河

カ

か
わ

14

さ
ん
ず
い

＋

可

さ
ん
ず
い
の
右
側
に
可
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
大
き
な
流

れ
を
意
味
し
ま
す
。
中
国
で
は
、
黄
河
を
指
し
ま
す
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
さ
ん
ず
い
を
、
「

」
で
可
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
河
口
）

川
（
河
川
）

（

）

奇

キ

く
し
く
も

15

大

／

可

大
の
下
に
可
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
「
め
ず
ら
し
い
、
あ

や
し
い
」
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」

で
大
を
、
「

」
で
可
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

怪
（
奇
怪
）

抜
（
奇
抜
）

（

）

寄

キ

よ
る

よ
せ
る

16

ウ
冠

／

奇

ウ
冠
の
下
に
奇
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
「
た
よ
る
、
よ
り

か
か
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」

で
ウ
冠
を
、
「

」
で
奇
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

附
（
寄
附
）

（
寄
宿
）

（

）

凍

ト
ウ

こ
お
る

17

冫
（
に
す
い
）

＋

東

冫
（
に
す
い
）
の
右
側
に
東
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
水
が

－ ３ －



凍
っ
て
固
ま
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

冫
（
に
す
い
）
を
、
「

」
で
東
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
凍
土
）

結
（
凍
結
）

（

）

練

レ
ン

ね
る

18

糸
偏

＋

東

糸
偏
の
右
側
に
東
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
繭
か
ら
取
っ
た

糸
を
撚
り
合
わ
せ
て
、
丈
夫
で
美
し
い
絹
糸
を
作
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
糸
偏
を
、
「

」
で
東

を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

習
（
練
習
）

り
絹
（
練
り
絹
）

（

）

価

カ

あ
た
い

19

人
偏

＋

西
（
西
に
似
た
形
）

人
偏
の
右
側
に
西
に
似
た
形
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
右
側

の
旁
は
商
人
を
表
し
て
、
物
の
価
値
を
決
め
る
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
人
偏
を
、
「

」
で
西
に
似

た
形
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

値
（
価
値
）

評

（
評
価
）

（

）

要

ヨ
ウ

い
る

か
な
め

20

西
（
西
に
似
た
形
）

／

女

西
に
似
た
形
の
下
に
女
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
西
に
似
た

形
は
、
人
の
腰
の
形
を
象
っ
て
い
ま
す
。
腰
は
首
と
と
も
に
、

人
の
身
体
の
大
切
な
部
分
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
文
字
は
、
「
か

な
め
」
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

西
に
似
た
形
を
、
「

」
で
女
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
要
点
）

（
必
要
）

（

）

献

ケ
ン

た
て
ま
つ
る

21

南

＋

犬

南
の
右
側
に
犬
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
神
に
供
え
物
を
供

え
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
南
を
、

「

」
で
犬
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
献
金
）

血
（
献
血
）

（

）

背

ハ
イ

せ

そ
む
く

22

北

／

肉
月

北
の
下
に
月
（
肉
）
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
北
に
「
せ
、

そ
む
く
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
身
体
の
部
分
を
表
す
肉
月
が

加
え
ら
れ
て
、
人
の
背
を
意
味
す
る
文
字
と
な
り
ま
し
た
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
肉
月
を
、
「

」
で
北
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

面
（
背
面
）

丈
（
背
丈
）

－ ４ －



（

）

討

ト
ウ

う
つ

23

言
偏

＋

寸

言
偏
の
右
側
に
寸
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
敵
を
討
ち
滅
ぼ

す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
言
葉
を
戦
わ
せ
る
こ
と
、
論
戦

を
挑
む
こ
と
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
言
偏

を
、
「

」
で
寸
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

伐
（
討
伐
）

論
（
討
論
）

（

）

寺

ジ

て
ら

24

土

／

寸

土
の
下
に
寸
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
仏
教
の
「
て
ら
」
を

意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
土
を
、
「

」
で
寸

を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
東
大
寺
）

（

）

持

ジ

も
つ

25

手
偏

＋

寺

手
偏
の
右
側
に
寺
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
「
も
っ
て
い

る
、
も
ち
つ
づ
け
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
手
偏
を
、
「

」
で
寺
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

続
（
持
続
）

久

（
持
久
力
）

（

）

詩

シ

う
た

26

言
偏

＋

寺

言
偏
の
右
側
に
寺
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
漢
詩
を
指
す
文

字
で
す
。
現
代
で
は
散
文
に
対
し
て
韻
律
に
沿
っ
た
文
、
詩
歌

全
般
を
指
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
言

偏
を
、
「

」
で
寺
を
表
し
ま
す
。
「

討
」
と
区
別
す
る

た
め
に
、
第
二
言
偏
を
採
用
し
ま
し
た
。

熟
語
：

歌
（
詩
歌
）

新

（
新
体
詩
）

（

）

駅

エ
キ

う
ま
や

27

馬
偏

＋

尺

馬
偏
の
右
側
に
尺
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
街
道
沿
い
に
馬

を
取
り
替
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
施
設
で
す
。
現
在
で
は
鉄

道
の
停
車
場
を
指
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
馬
偏

を
、
「

」
で
尺
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

伝
（
駅
伝
）

（
駅
馬
車
）

（

）

沢

タ
ク

さ
わ

28

さ
ん
ず
い

＋

尺

さ
ん
ず
い
の
右
側
に
尺
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
水
の
潤
い

を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
尺
を
、
「

」
で

さ
ん
ず
い
を
表
し
ま
す
。
左
右
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

－ ５ －



熟
語
：

山
（
沢
山
）

光

（
光
沢
）

（

）

祈

キ

い
の
る

29

ネ
（
示
）
偏

＋

斤

示
偏
の
右
側
に
斤
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
神
に
祈
り
を
捧

げ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
示
偏

を
、
「

」
で
斤
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

願
（
祈
願
）

祷
（
祈
祷
）

（

）

近

キ
ン

ち
か
い

30

し
ん
に
ょ
う

＋

斤

し
ん
に
ょ
う
の
右
側
に
斤
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
距
離
が

近
い
こ
と
、
関
係
が
近
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。
「

」
で
し
ん

に
ょ
う
を
、
「

」
で
斤
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

距
離
（
近
距
離
）

親
者
（
近
親
者
）

（

）

慣

カ
ン

な
れ
る

31

立
心
偏

＋

貫

立
心
偏
の
右
側
に
貫
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
何
度
も
繰
り

返
し
て
、
慣
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
立
心
偏
を
、
「

」
で
貫
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

習

（
習
慣
）

用
句
（
慣
用
句
）

（

）

約

ヤ
ク

32

糸
偏

＋

勺

糸
偏
の
右
側
に
勺
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
「
む
す
ぶ
、
お

お
よ
そ
」
の
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
糸

偏
を
、
「

」
で
勺
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

束
（
約
束
）

条

（
条
約
）

（

）

昇

シ
ョ
ウ

の
ぼ
る

33

日

／

升

日
の
下
に
升
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
日
が
昇
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
が
、
現
在
で
は
昇
降
機
の
よ
う
に
、
上
へ
上
が
る
こ

と
一
般
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
日
を
、

「

」
で
升
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
上
昇
）

降
（
昇
降
）

（

）

科

カ

し
な

と
が

34

禾
（
ノ
木
）
偏

＋

斗

禾
偏
の
右
側
に
斗
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
穀
物
を
選
り
分

け
た
り
量
を
量
っ
た
り
、
品
定
め
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
禾
を
、
「

」
で
斗
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
科
学
）

（
学
科
）

－ ６ －



（

）

関

カ
ン

せ
き

か
か
わ
る

35

門
構
え

＞

ソ
・
天

ソ
・
天
の
形
は
、
か
ん
ぬ
き
で
戸
を
閉
ざ
す
形
を
象
っ
て
い

て
、
こ
の
文
字
は
門
を
固
く
閉
ざ
す
こ
と
を
表
し
ま
す
。
関
わ

り
合
う
こ
と
、
あ
る
い
は
要
所
に
あ
る
関
所
を
意
味
し
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
門
構
え
を
、
「

」
で
ソ
・
天
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

係
（
関
係
）

節
（
関
節
）

（

）

規

キ

36

夫

＋

見

夫
の
右
側
に
見
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
こ
の
文
字
の
夫

は
、
円
を
描
く
道
具
で
あ
る
ぶ
ん
ま
わ
し
（
コ
ン
パ
ス
）
の
象

形
で
、
こ
の
文
字
は
、
道
具
を
使
っ
て
円
を
描
く
こ
と
を
表
し

ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
夫
を
、
「

」
で
見
を
表
し

ま
す
。

熟
語
：

則
（
規
則
）

定

（
定
規
）

（

）

紙

シ

か
み

37

糸
偏

＋

氏

糸
偏
の
右
側
に
氏
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
「
か
み
」
を
意

味
す
る
文
字
で
す
。
紙
は
、
八
世
紀
に
ア
ラ
ビ
ア
に
伝
わ
り
、

ア
ラ
ビ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
糸
偏
を
、
「

」
で
氏
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

幣
（
紙
幣
）

新

（
新
聞
紙
）

（

）

眼

ガ
ン

ま
な
こ

め

38

目
偏

＋

艮
（
コ
ン
）

目
偏
の
右
側
に
良
の
近
似
文
字
で
あ
る
艮
が
置
か
れ
た
文
字

で
す
。
じ
っ
と
見
詰
め
る
目
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
目
を
、
「

」
で
艮
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
眼
下
）

（
眼
科
）

（

）

限

ゲ
ン

か
ぎ
り

か
ぎ
る

39

こ
ざ
と
偏

＋

艮
（
コ
ン
）

こ
ざ
と
偏
の
右
側
に
良
の
近
似
文
字
で
あ
る
艮
が
置
か
れ
た

文
字
で
す
。
神
域
を
守
る
様
子
を
表
し
ま
す
。
神
の
領
域
と
人

の
住
む
所
を
区
切
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
こ
ざ
と
偏
を
、
「

」
で
艮
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

界
（
限
界
）

制

（
制
限
）

（

）

兵

ヘ
イ

つ
わ
も
の

40

丘
・
八

－ ７ －



丘
の
下
に
八
の
形
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
上
は
丘
で
は
な

く
斤
（
お
の
）
の
形
で
、
人
が
斤
（
武
器
）
を
手
に
持
っ
て
掲

げ
て
い
る
と
こ
ろ
を
象
っ
て
い
ま
す
。
兵
士
や
武
器
を
意
味
し

ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
丘
を
、
「

」
で
八
を
表
し

ま
す
。

熟
語
：

士
（
兵
士
）

（
兵
器
）

（

）

魅

ミ

41

鬼

＋

未

鬼
の
右
側
に
未
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
も
の
の
け
や
す
だ

ま
を
意
味
し
て
、
人
を
惑
わ
し
た
り
傷
つ
け
た
り
す
る
と
恐
れ

ら
れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
鬼
を
、
「

」
で
未

を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
魅
力
）

惑
（
魅
惑
）

（

）

坂

ハ
ン

さ
か

42

土
偏

＋

反

土
偏
の
右
側
に
反
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
反
は
、
崖
を
よ

じ
登
る
形
を
象
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
文
字
は
、
上
り
下
り
す

る
坂
道
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
土
偏
を
、

「

」
で
反
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

急

（
急
坂
）

道
（
坂
道
）

（

）

阪

ハ
ン

さ
か

43

こ
ざ
と
偏

＋

反

こ
ざ
と
偏
の
右
側
に
反
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
先
の
「

坂
」
の
異
体
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
こ
ざ
と
偏

を
、
「

」
で
反
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
大
阪
市
）

（

）

飯

ハ
ン

め
し

い
い

44

食
偏

＋

反

食
偏
の
右
側
に
反
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
元
は
食
べ
る
こ

と
を
意
味
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
主
食
の
米
飯
を
意
味
し
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
食
偏
を
、
「

」
で
反
を
表
し

ま
す
。

熟
語
：

米

（
米
飯
）

盒
（
飯
盒
）

（

）

眠

ミ
ン

ね
む
る

45

目
偏

＋

民

目
偏
の
右
側
に
民
が
置
か
れ
た
文
字
で
す
。
床
に
就
い
て
眠

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
目
偏
を
、

「

」
で
民
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
安
眠
）

睡

（
睡
眠
）

－ ８ －



点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
八
十
二
）

盲
学
校
・
ろ
う
学
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

六)

山

内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

そ
の
日
の
午
後
は
墨
田
区
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
が
集

ま
る
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
日
の
議
題
は
次
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
。

一
、
音
訳
者
養
成
講
座
（
初
級
）
に
つ
い
て

受
講
者
選
考
（
採
点
表
配
布
）

受
講
希
望
の
一
一
名
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
の
点
数
表
を
配
り

採
点
結
果
を
報
告
。
今
回
は
全
員
合
格
と
な
っ
た
。
合
格
通
知

は
あ
ず
ま
図
書
館
で
出
す
。
（
毎
年
開
催
し
て
い
る
音
訳
者
養

成
講
座
初
級
で
は
受
講
見
申
込
者
の
適
性
を
計
る
た
め
熟
語
の

読
み
の
課
題
五
〇
題
と
折
々
の
う
た
の
一
日
分
を
録
音
し
て
も

ら
う
課
題
を
課
し
て
い
る
。
自
分
で
調
べ
て
回
答
し
て
も
ら
う

熟
語
の
課
題
を
一
〇
以
上
間
違
え
た
人
、
折
々
の
う
た
に
出
て

く
る
「
宝
生
流
」
と
「
速
水
御
舟
」
を
間
違
え
て
読
ん
だ
人
は

要
注
意
と
し
、
余
り
ひ
ど
い
人
は
受
講
を
遠
慮
し
て
頂
い
て
い

る
。
二
〇
人
に
一
人
く
ら
い
は
適
性
を
欠
い
た
人
が
出
て
く

る
）二

、
「
二
四
時
間
テ
レ
ビ
」
寄
贈
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

機
器
の
搬
入
日
程
の
決
定

三
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
図
書
館
実
習
に
つ
い
て

文
京
盲
学
校

八
月
四
・
五
日

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

白
百
合
女
子
大

八
月
四
日
～
九
日

障
害
者
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
と
し
た
図
書
館
実
習
二
名

葛
飾
ろ
う
学
校

八
月
一
一
日
～
一
四
日

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

（
こ
の
年
は
例
年
に
な
く
実
習
生
が
多
か
っ
た
。
白
百
合
女

子
大
に
関
し
て
は
実
習
が
取
得
単
位
に
な
っ
て
い
る
）

四
、
二
二
年
度
予
算
に
つ
い
て

八
広
図
書
館
か
ら
の
高
齢
者
施
設
で
使
う
「
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ

イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
ー
セ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
」
の
要
望
が

出
て
い
る
。
あ
ず
ま
図
書
館
で
は
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
Ｐ
Ｔ
Ｐ
１

を
備
品
と
し
て
要
求
し
た
い
。

五
、
点
訳
図
書
の
保
管
に
つ
い
て

点
訳
図
書
は
現
在
紙
に
打
ち
出
し
た
も
の
を
緑
図
書
館
で
保

管
し
て
い
る
が
、
今
後
デ
ー
タ
で
保
管
す
る
方
向
で
考
え
た

い
。
デ
ー
タ
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
む
ず
か
し
い
が
、
デ
ー

タ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
点
訳
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
打
ち
出
す
こ
と
に
す
る
。
デ
ー
タ
は
ハ
ー

ド
デ
ィ
ス
ク
に
保
管
し
て
お
く
。
そ
の
た
め
外
付
け
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
一
六
〇
ギ
ガ
の
も
の
を
購
入
す
る
。

六
、
墨
田
福
祉
作
業
所
へ
の
見
学
等
に
つ
い
て

一
二
日
に
福
祉
作
業
所
に
見
学
に
行
く
、
作
業
所
で
貸
出
す

る
図
書
を
運
ぶ
配
本
連
絡
車
の
予
算
を
要
求
す
る
。

（
「
う
か
」
七
八
号
～
八
〇
号
参
照
）
）

七
、
統
計
に
つ
い
て

東
京
の
都
立
中
央
図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
調
査
が
様
式

－ ９ －



を
変
え
た
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
墨
田
区
の
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
の
統
計
の
取
り
方
も
変
更
し
、
各
館
で
共
通
認
識
を
得
た

い
。
宅
配
の
回
数
は
出
動
回
数
。

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
用
資
料
の
貸
出
や
所
蔵
タ
イ
ト
ル
数
は
原

本
に
換
算
し
て
数
え
る
。

会
議
中
Ｔ
さ
ん
は
私
の
隣
の
席
に
座
っ
て
も
ら
い
、
私
が
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
上
に
話
さ
れ
て
い
る
内
容
を
要
約
し
て
書
い
て

い
く
と
い
う
方
式
で
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
会
議
は
一
六
時
半
近
く
ま
で
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

基
本
的
に
一
六
時
か
ら
一
七
時
ま
で
の
一
時
間
は
「
職
場
実
習

日
誌
」
を
付
け
る
時
間
に
し
て
い
た
の
で
、
急
い
で
障
害
者
サ

ー
ビ
ス
室
に
戻
っ
て
も
ら
っ
た
。

実
習
生
は
日
誌
の
「
仕
事
の
内
容(
具
体
的
に
詳
し
く
）
」

欄
と
「
反
省
・
感
想
」
欄
に
そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
、
そ
れ
に
対
し

て
「
実
習
指
導
者
の
講
評
・
助
言
」
欄
に
私
が
記
入
、
家
に
持

ち
帰
っ
て
保
護
者
が
「
家
庭
よ
り
」
と
い
う
欄
に
記
入
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
Ｔ
さ
ん
は
初
日
の
反
省
・
感
想
欄
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
今
日
は
初
日
で
、
そ
の
上
一
人
な
の
で
緊
張
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
親
切
に
し
て
頂
い
た
緒
陰
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
窓
口
で
の
仕
事
も
、
ち
ゃ
ん
と
出
来
る
か
す
ご
く
不
安
だ

っ
た
の
で
す
が
、
山
内
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
ひ
ど
い
ミ

ス
も
な
く
無
事
仕
事
が
で
き
た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
あ
と
三
日
も
あ
る
の
で
頑
張
り
ま
す
。
」

二
日
目
は
午
前
中
漢
点
字
の
集
ま
り
が
あ
る
の
で
、
朝
図
書

館
近
く
の
バ
ス
停
ま
で
岡

田
さ
ん
と
木
村
さ
ん
を
二

人
で
迎
え
に
行
っ
た
。
い

つ
も
は
私
が
自
転
車
で
迎

え
に
行
き
、
木
村
さ
ん
は

前
の
籠
に
、
岡
田
さ
ん
は

サ
ド
ル
に
手
を
置
い
て
も

ら
っ
て
、
三
人
で
歩
く
の

だ
が
、
そ
の
日
は
Ｔ
さ
ん

が
い
る
の
で
、
Ｔ
さ
ん
に

木
村
さ
ん
の
ガ
イ
ド
を
お

願
い
し
た
。
図
書
館
の
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
室
に
着
く
と
三
人
の
意
見
交
換
が
始
ま
っ
た
。

岡
田
さ
ん
や
木
村
さ
ん
の
質
問
を
私
が
ワ
ー
プ
ロ
の
画
面
上
に

打
っ
て
い
っ
て
、
そ
の
質
問
を
見
な
が
ら
Ｔ
さ
ん
が
回
答
す
る

と
い
う
形
式
で
、
行
っ
た
。
以
下
に
質
問
回
答
な
ど
そ
の
時
に

交
わ
さ
れ
て
た
内
容
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
Ｔ
さ
ん
の
答
え
の

大
半
は
文
字
と
し
て
残
し
て
い
な
い
た
め
今
と
な
っ
て
は
分
か

ら
な
い
部
分
も
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
願
い
た
い
。

(

岡
田
）
質
問
で
す
。
文
字
は
ど
う
や
っ
て
憶
え
た
ん
で
す

か
？

（
Ｔ
）
言
問
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
聞
こ
え
の
教
室
に
は
小

学
校
１
年
か
ら
４
年
ま
で
通
い
、
そ
の
後
江
東
聾
学
校
へ
転
入

し
、
中
学
か
ら
は
葛
飾
ろ
う
学
校
で
す
。

（
岡
田
）
Ｔ
さ
ん
の
話
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
よ
く
分
か

バス停から木村さんのガイドをする

－ １０ －



り
ま
す
。
３
歳
で
失
聴
し

た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
ま

で
の
音
声
言
語
が
か
な
り

お
お
き
く
影
響
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
？

（
岡
田
）
生
ま
れ
つ
き
聞

こ
え
な
い
人
と
の
違
い
を

考
え
ま
す
か
？

（
岡
田
）
も
ご
も
ご
言
わ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

す
。

（
山
内
）
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
そ
う
で
す
。
岡

田
さ
ん
は
明
日
清
風
園
で
実
習
の
相
談
を
す
る
そ
う
で
す
。
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
取
る
た
め
の
実
習
だ
そ
う
で
す
。

（
岡
田
）
あ
り
が
と
う
と
い
う
手
話
は
相
撲
で
懸
賞
を
も
ら
う

と
き
の
手
刀
か
ら
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

（
岡
田
）
言
問
小
学
校
で
は
手
話
は
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。

（
Ｔ
）
要
約
筆
記
は
要
約
す
る
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
し
ま
う
。

（
岡
田
）
要
約
筆
記
は
あ
と
で
検
証
さ
れ
な
い
の
で
問
題
で

す
。

（
木
村
）
聾
学
校
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
足
立
区
に
あ
る
の
に
葛

飾
聾
学
校
な
ん
で
す
か
。
北
千
住
で
乗
り
換
え
で
す
ね
。
方
向

が
逆
で
電
車
は
す
い
て
い
て
良
い
で
す
ね
。
（
綾
瀬
下
車
だ
が

岡田さん、木村さんと

住
所
は
葛
飾
区
西
亀
有
）

（
木
村
）
聾
学
校
の
生
徒
は
何
人
で
す
か
。
中
高
一
緒
で
す

ね
。
ク
ラ
ス
は
何
人
で
す
か
？

（
Ｔ
）
六
人
で
す
。
学
年
は
二
八
人
五
ク
ラ
ス
で
す
。

（
岡
田
）
ク
ラ
ス
分
け
は
聞
こ
え
の
程
度
に
よ
っ
て
で
す
か
？

（
Ｔ
）
い
い
え
違
い
ま
す
。

（
山
内
）
学
校
の
先
生
に
ろ
う
の
先
生
は
い
ま
す
か
？

（
Ｔ
）
４
分
の
１
で
す
。

（
岡
田
）
漢
点
字
の
世
界
で
は
ル
ビ
（
ふ
り
が
な
）
の
扱
い
が

と
て
も
大
変
だ
っ
た
。

（
山
内
）
元
々
振
り
仮
名
に
小
文
字
は
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ

ど
、
最
近
は
小
文
字
の
振
り
仮
名
が
出
て
き
ま
し
た
。
（
た
と

え
ば
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
）

そ
の
後
最
近
デ
イ
ジ
ー
化
し
た
本
『
プ
ル
ー
ス
ト
と
イ
カ
読

書
は
脳
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
？
』
（
メ
ア
リ
ア
ン
・
ウ

ル
フ
著

小
松
淳
子
訳

イ
ン
タ
ー
シ
フ
ト

二
〇
〇
八
）
の

話
題
や
ベ
ラ
ン
ダ
園
芸
の
話
な
ど
に
話
は
及
び
対
話
は1

時
間

半
に
も
及
ん
だ
の
だ
っ
た
。

そ
の
日
の
反
省･

感
想
欄
「
今
日
は
漢
点
字
の
集
ま
り
が
あ

り
ま
し
た
。
視
覚
障
害
の
方
と
の
交
流
は
あ
ま
り
な
い
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
る
か
心

配
で
し
た
。
最
初
の
方
で
は
山
内
さ
ん
の
要
約
筆
記
で
質
疑
応

答
の
よ
う
な
感
じ
で
や
り
ま
し
た
。
色
々
な
人
と
交
流
が
で

き
、
手
話
を
少
し
で
す
が
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
」

－ １１ －



｢
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会｣

例
会･

講
習
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
１
１
年
４
月
６
日(

水)

：

～

65

13

30

：

、
場
所
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
２
会
議
室

15

30

４
月

日
の
『
朝
日
「
花
を
ひ
ろ
う
」
』
の
点
字
印
刷
を
し

20

に
、
横
浜
へ
行
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
お
二
人
決
め
て
い
た
だ
い

た
。
今
年
度
は
毎
月
第
３
水
曜
日
に
東
京
羽
化
の
会
が
点
字
印

刷
で
き
る
よ
う
に
予
約
し
て
い
た
だ
い
た
。

朝
日
「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
入
力
、
校
正
の
グ
ル
ー
プ
に
積
極

的
に
新
し
い
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。

寺
山
修
司
の
歌
集
は
新
メ
ン
バ
ー
で
入
力
、
校
正
を
し
て
い

た
だ
き
、
ま
と
め
の
責
任
者
を
、
こ
れ
ま
で
の
会
員
の
中
か
ら

お
一
人
決
め
、
早
速
原
稿
を
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
っ
た
。

白
川
静
著
の
『
常
用
字
解
』
と
『
人
名
字
解
』
と
い
う
、
漢

字
の
成
り
立
ち
を
知
る
上
で
重
要
な
本
が
横
浜
で
作
ら
れ
、
続

く
、
待
望
の
日
本
の
古
典
で
あ
る
『
万
葉
集
』
製
作
に
着
手
さ

れ
た
、
横
浜
の
皆
様
の
後
を
追
っ
て
、
「
東
京
漢
点
字
羽
化
の

会
」
は
、
こ
の
古
典
を
読
む
た
め
の
大
切
な
辞
書
と
し
て
、

『
岩
波
古
語
辞
典
』
（
大
野
晋
編
）
を
漢
点
字
訳
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
漢
点
字
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
の
、
岡
田

さ
ん
の
ご
提
案
に
、
皆
様
か
ら
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
早
速
準

備
に
取
り
掛
り
原
本
を
購
入
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。

会
員
全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
し
、
会

長
に
手
続
き
を
お
願
い
し
た
。

第

回
例
会

２
０
１
１
年
５
月

日(

水)

：

～

66

11

13

30

：

、
場
所
、
港
区
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ

15

30

７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

横
浜
の
羽
化
で
新
し
く
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
「
漢
点
字
入
力

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
い
た
だ
い
て
、
東
京
の
皆
様
に
お
配
り
し

た
。
こ
れ
は
用
例
も
多
く
こ
れ
ま
で
以
上
に
使
い
や
す
い
と
の

こ
と
で
、
大
い
に
参
考
に
な
る
よ
う
だ
。

「
羽
化

号
」
も
お
配
り
し
た
。

85

「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
入
力
担
当
を
決
め
た
。

震
災
で
で
き
な
か
っ
た
「
花
を
ひ
ろ
う
」
の
点
字
印
刷
を

５
月
５
日
に
、
横
浜
の
例
会
が
開
か
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
Ｉ
さ

ん
が
３
、
４
月
分
を
印
刷
し
て
く
だ
さ
り
、
１
～
４
月
分
を
送

っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
岩
波
古
語
辞
典
」
に
つ
い
て
は
、
横
浜
で
作
ら
れ
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
使
っ
て
、
各
自
数
ペ
ー
ジ
を
入
力
し
、
印
刷
し
た
も

の
を
持
ち
寄
っ
て
よ
り
よ
い
も
の
を
作
る
た
め
に
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
。

「
啄
木
歌
集
」
は
ま
と
め
の
段
階
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

－ １２ －



ま
た
、
「
寺
山
修
司
歌
集
」
は
、
新
メ
ン
バ
ー
が
素
晴
ら
し
い

テ
ィ
ー
ム
力
で
進
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
も
楽
し
み
で
あ
る
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊

予
告

６
月
の
例
会
（
例
会
第

回
）
、
２
０
１
１
年
６
月
８
日

67

（
水
）
、

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ

13

30

15

30

７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年
６
月

日(

土)
:

～

49

18

18

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室

20

30

７
月
の
例
会
（
例
会
第

回
）
、
２
０
１
１
年
７
月
６
日

68

（
水
）
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
、
２
０
１
１
年
７
月

日(
土)

:

～

50

16

18

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室

20

30
わ
た
く
し
ご
と

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
で
は
、
朝
日
新
聞
本
紙
の
付
録
版
と

し
て
、
毎
週
掲
載
の
〝
ｂ
ｅ

ｏ
ｎ

Ｓ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｄ
ａ
ｙ
〟

に
連
載
さ
れ
て
い
る
高
橋
睦
郎
著
「
花
を
ひ
ろ
う
」
を
、
昨
秋

月
か
ら
入
力
し
、
漢
点
字
印
刷
し
て
２
か
月
分
を
１
冊
に
纏

11め
て
、
漢
点
字
読
者
に
お
送
り
し
始
め
た
。
こ
れ
は
横
浜
漢
点

字
羽
化
の
会
の
皆
様
が
長
年
読
者
に
送
り
続
け
て
こ
ら
れ
、
次

号
は
１
０
０
号
を
迎
え
る
と
い
う
、
「
横
浜
通
信
」
に
同
封
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
度
の
大
震
災
に
よ
る
交
通
事
情
そ
の
他
に
よ
り
、
２
月

と
３
月
分
を
予
定
通
り
印
刷
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
会
員
が
、

こ
の
５
月
５
日
に
全
て
印
刷
し
、
１
～
４
月
を
一
緒
に
お
送
り

し
た
。

わ
た
し
は
、
点
字
印
刷
さ
れ
る
前
に
、
こ
の
記
事
を
何
時
も

ピ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
回
も

１
週
ご
と
に
送
ら
れ
て
く
る
も
の
を
読
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、

２
０
１
１
年
４
月
２
日
の
「
流
し
雛
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

は
じ
め
た
。

ま
ず
、
こ
の
「
流
し
雛
」
と
い
う
文
字
に
接
し
て
ゾ
ク
っ
と

し
た
。
今
年
は
い
つ
ま
で
も
寒
く
て
、
「
雛
祭
り
」
、
「
桃
の

節
句
」
と
い
う
文
字
を
読
ん
で
も
、
４
月
に
入
っ
た
今
は
、
も

う
雛
祭
り
は
過
ぎ
た
と
い
う
感
じ
は
起
こ
ら
ず
、
む
し
ろ
こ
の

寒
さ
の
た
め
か
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
自
然
で
あ
っ
た
。

鳥
取
の
流
し
雛
に
代
表
さ
れ
る
「
雛

流
し
」
の
、
哀
し
く

ひ
い
な
な
が

も
美
し
い
風
習
の
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。
千
代
紙
を
人
型

に
象
っ
て
、
人
の
汚
れ
を
そ
の
人
型
に
託
し
て
、
人
は
清
め
ら

け
が

れ
る
の
で
あ
る
。

た
め
ら
う
て

汀

離
れ
ぬ
流
し
雛

文

み
ぎ
わ

の
句
に
接
し
た
と
き
、
言
い
し
れ
ぬ
悲
し
み
が
こ
み
上
げ
て
き

た
。
「
何
か
」
に
思
い
を
残
し
て
い
る
魂
の
叫
び
を
聞
い
た
よ

う
に
思
え
た
。
そ
し
て
唐
突
に
東
北
の
大
津
波
の
壮
絶
な
光
景

が
重
な
り
合
っ
て
き
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
規
模
も
情
況
も
ま
っ

－ １３ －



た
く
異
な
る
け
れ
ど
、
東
北
の
大
津
波
に
流
さ
れ
て
い
っ
た
人

々
は
当
然
、
流
し
雛
人
形
で
は
な
い
。
生
き
て
い
る
生
身
の
人

々
が
、
助
け
を
求
め
て
必
死
に
波
か
ら
逃
れ
よ
う
と
抗
い
な
が

ら
も
、
空
し
く
、
沖
へ
、
海
底
へ
と
さ
ら
わ
れ
て
い
っ
た
の

だ
。
海
獣
と
化
し
た
海
が
立
ち
上
が
り
、
襲
い
か
か
っ
て
、
街

ご
と
、
車
ご
と
、
船
ご
と
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。

流
し
雛
袖
を
つ
ら
ね
て
ゆ
き
た
ま
ふ

梅
子

「
袖
を
つ
ら
ね
て
」
と
は
、
こ
れ
ま
た
静
か
な
川
の
流
れ
の

中
で
の
千
代
紙
人
形
な
ら
美
し
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
ま
さ
し

く
人
形
な
の
だ
。
悲
し
み
を
抱
き
な
が
ら
も

雛

に
仮
託
し
た

ひ
と
が
た

い
だ

ひ
い
な

も
の
た
ち
は
、
思
い
を
切
り
離
す
こ
と
で
、
静
か
に
祈
り
を
込

め
て
見
送
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
現
実
の
悲
惨
劇
の

中
で
は
、
死
に
た
く
な
い
、
愛
す
る
人
た
ち
と
活
き
続
け
た

い
、
と
生
に
向
か
っ
て
全
力
を
し
ぼ
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
死
と

の
戦
い
が
厳
し
い
こ
と
を
悟
っ
た
と
き
、
せ
め
て
、
愛
す
る
人

が
自
分
と
同
じ
苦
し
み
の
た
だ
中
に
い
ま
せ
ん
よ
う
に
！
彼
ら

の
命
を
こ
の
身
に
負
う
て
い
き
ま
す
、
大
切
な
人
た
ち
よ
、
強

く
活
き
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
激
し
い
死
闘
の
中
で
、
瞬
時

に
あ
れ
を
思
い
、
こ
れ
を
願
い
全
て
を
祈
り
に
凝
縮
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？

津
波
の
猛
威
を
凝
視
し
て
い
た
人
た
ち
、
あ
る
い
は
、
奇
跡

的
に
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
人
た
ち
も
、
胸
が
張
り
裂
け

ん
ば
か
り
の
怒
り
と
畏
れ
に
震
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

捨
て
雛
の
片
手
見
え
を
り
雪
の
中

不
先

日
当
り
て
さ
び
し
か
り
け
り
捨
て
雛

青
邨

あ
た

柴
山
に
斑
雪
光
れ
り
捨
ひ
い
な

四
峯

は

だ

れ

海
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
多
く
の
人
々
は
流
し
雛
の
よ
う

に
静
か
に
漂
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
の
多
く

の
人
の
中
に
は
、
流
れ
の
末
に
た
ゆ
た
い
続
け
て
い
っ
た
人
も

あ
る
だ
ろ
う
。

捨
て
雛
や

濤

し
ぶ
く
巌
の
上
に

ま
ち
子

た
か
な
み

い
わ

え

幾
夜
経
む
瀬
音
の
崖
の
捨
ひ
い
な

貞

の
よ
う
な
情
景
に
、
数
年
を
経
て
、
遠
く
離
れ
た
何
所
か
で
、

誰
か
が
偶
然
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
津
波
の
犠
牲
者
だ
け
で
は
な
く
、
東
日
本
大
震
災
全

体
の
悲
し
み
を
飲
み
込
ん
だ
果
て
の
霊
沈
め
か
も
し
れ
な
い
。

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
魂
を
慰
め
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
人
類
全
体
の
叡
智
を
持
っ
て
こ
の
犠
牲
の
意
味
を
活

か
す
こ
と
。
そ
こ
か
ら
わ
ず
か
ず
つ
で
も
確
か
な
平
安
を
得
て

い
た
だ
く
し
か
な
い
と
思
う
。

（
こ
こ
に
挙
げ
た
句
は
、
高
橋
睦
郎
が
、
２
０
１
１
年
４
月

２
日
の
記
事
に
挙
げ
た
も
の
の
な
か
ら
、
わ
た
し
が
心
惹
か
れ

た
も
の
を
選
ん
だ
。
）

２
０
１
１
年
５
月

日
（
土
）

21
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東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第
１
回
（
第

回
）
報
告

23

47

１

日
時

平
成

年
４
月

日

(

土)

23

16

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編

５

学
習
会
内
容

周
知
事
項

岡
田
代
表
が
視
覚
障
害
者
と
し
て
日
本
初
の
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
取
得
。

前
回
の
復
習

５

複
合
文
字
（
２
）

３
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で

構
成
さ
れ
る
文
字
（
３
）

（

）
「
団

」

く
に
が
ま
え
（
レ
下
が
り
：
２
・
３

49

・
５
・
６
の
点
）
と
（
テ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）
で

表
す
。

（

）
「
導

」

道

（
ヒ
：
１
・
２
・
３
・
６
の

50

点
）
と
寸

（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
付

」

人
偏
（
ナ
：
１
・
３
の
点
）
と
寸

51（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
府

」

ま
だ
れ
（
ヨ
：
３
・
４
・
５
の
点
）

52

と
寸

（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）

「
寺

」

土

（
テ
：
１
・
３
・
４
・
５
の

53

点
）
と
寸

（
シ
：
１
・
２
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）

「
詩

」

第
２
言
偏
（
エ
下
が
り
：
２
・
３

54

・
５
の
点
）
と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

今
回
の
学
習

・
レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
に
て
「
巴
」
「
三
つ
巴
」
「
二
つ
巴
」

「
韓
国
の
国
旗
」
「
卍
」
「
逆
卍
」
「
邑
」
の
字
形
を
確
認
。

「
巴
」
は
ハ
、
と
も
え
と
読
み
〝
巴
里
〟
は
和
名
。

「
邑
」
は
ユ
ウ
、
む
ら
と
読
み
、
部
首
の
〝
お
お
ざ
と
〟
の

元
の
形
、
国
構
え
に
巴
か
ら
変
化
し
た
も
の
。

（

）
「
持

」

手
偏
（
テ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５

55

の
点
）
と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式

は
手
偏
＋
寺
。
音
読
み
の
ジ
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
維
持
〟
〝
気

持
ち
〟
〝
堅
持
〟
〝
固
持
〟
〝
心
持
〟
〝
持
主
〟
〝
手
持
〟
〝
所

持
〟
〝
持
参
〟
〝
持
家
〟
〝
持
ち
越
す
〟
〝
持
ち
帰
り
〟
〝
持

て
余
す
〟
〝
持
ち
腐
れ
〟
な
ど
。

（

）
「
待

」

行
人
偏
（
ユ
：
１
・
２
・
５
・
６
の

56

点
）
と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は

－ １５ －



行
人
偏
＋
寺
。
音
読
み
の
タ
イ
は
漢
音
。
熟
語
に
〝
歓
待
〟
〝
招

待
〟
〝
虐
待
〟
〝
待
機
〟
〝
御
待
遠
様(

お
ま
ち
ど
う
さ
ま)

〟

〝
心
待
ち
〝
待
合
せ
〟
〝
待
ち
草
臥
れ
る
（
ま
ち
く
た
び
れ

る
）
〟
〝
待
ち
焦
が
れ
る
〟
〝
待
ち
望
む
〟
〝
待
ち
人
〟
〝
宵

待
草
（
よ
い
ま
ち
ぐ
さ
）
〟
な
ど
。

（

）
「
等

」

竹
冠
（
チ
：
１
・
２
・
３
・
５
の

57

点
）
と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は

竹
／
寺
。
音
読
み
の
ト
ウ
は
漢
・
呉
音
。
名
前
の
読
み
に
〝
と

も
、
ひ
と
し
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
平
等
〟
〝
不
等
〟
〝
等
級
〟

〝
上
等
〟
〝
下
等
〟
〝
対
等
〟
〝
均
等
〟
〝
等
価
〟
〝
等
閑

（
な
お
ざ
り
：
い
い
加
減
）
〟
〝
優
等
〟
〝
劣
等
〟
、
建
物
に

〝
平
等
院
〟
、
地
名
に
〝
等
々
力
〟
が
あ
る
。

（

）
「
時

」

日

（
リ
下
が
り
：
２
・
３
・
６
の

58

点
）
と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は

日
＋
寺
。
音
読
み
の
ジ
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
半
時
〟
〝
一
時
〟

〝
今
時
〟
〝
片
時
〟
〝
往
時
〟
〝
時
計
〟
〝
時
価
〟
〝
時
効
〟

〝
時
系
列
〟
〝
常
時
〟
〝
随
時
〟
〝
即
時
〟
〝
臨
時
〟
〝
定
時
〟

〝
同
時
〟
〝
平
時
〟
〝
戦
時
〟
〝
時
雨
〟
〝
小
半
時
〟
〝
男
時

（
お
ど
き
：
運
の
向
い
て
い
る
）
〟
〝
女
時
（
め
ど
き
：
つ
い

て
い
な
い
）
〟
〝
時
鳥
（
ほ
と
と
ぎ
す
）
〟
な
ど
。

※

ほ
と
と
ぎ
す
の
漢
字
に
は
、
不
如
帰
、
杜
鵑
、
霍
公

鳥
、
子
規
、
杜
宇
、
沓
手
鳥
、
蜀
魂
が
あ
る
。

（

）
「
年

」

リ
下
が
り
（
２
・
３
・
６
の
点
）
と

59

カ
（
１
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
ノ
一
・
ヰ
。
音
読
み
の

ネ
ン
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
と
せ
〟
が
あ
る
。
上
の
部
分

は
禾
、
下
の
部
分
は
人
を
表
し
、
収
穫
物
を
頭
に
乗
せ
舞
い
踊

り
祝
う
様
を
意
味
し
て
い
る
。
熟
語
に
〝
永
年
〟
〝
往
年
〟
〝
享

年
〟
〝
新
年
〟
〝
旧
年
〟
〝
来
年
〟
〝
年
輪
〟
〝
年
寄
〟
〝
年

増
〟
〝
積
年
〟
〝
豊
年
〟
〝
忘
年
〟
〝
成
年
〟
〝
年
貢
〟
〝
万

年
青
年
〟
〝
万
年
青
（
お
も
と
）
〟
〝
光
年
（
光
が
１
年
間
に

進
む
距
離
。
約
９
兆
４
６
０
０
億
㎞
）
〟
、
他
に
〝
年
魚
（
あ

ゆ
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

※

魚
の
〝
あ
ゆ
〟
の
漢
字
と
し
て
鮎
、
香
魚
が
あ
る
。

（

）
「
秒

」

リ
下
が
り
（
２
・
３
・
６
の
点
）
と

60

（
ソ
：
２
・
４
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
禾
＋
少
。

稲
穂
の
先
の
尖
っ
た
と
こ
ろ
を
〝
の
ぎ
〟
と
い
い
、
少
よ
り
も

小
の
意
味
合
い
が
強
い
。
音
読
み
の
ビ
ョ
ウ
は
漢
音
。
熟
語
に

〝
寸
秒
〟
〝
秒
速
〟
〝
秒
読
み
〟
〝
秒
針
〟
〝
毎
秒
〟
〝
閏
秒

（
協
定
世
界
時
と
の
差
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
加
え
る
余

分
の
秒
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

平
成

年
度

第
２
回
（
第

回
）
報
告

23

48

１

日
時

平
成

年
５
月

日

(

土)

23

21

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト
初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編
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５

学
習
会
内
容

前
回
の
復
習

（

）
「
持

」

手
偏
（
テ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５

55

の
点
）
と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
待

」

行
人
偏
（
ユ
：
３
・
４
・
６
の
点
）

56

と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
等

」

竹
冠
（
チ
：
１
・
２
・
３
・
５
の

57

点
）
と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
時

」

日
（
リ
下
が
り
：
２
・
３
・
６
の

58

点
）
と
寺
（
シ
：
１
・
２
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
年

」

リ
下
が
り
（
２
・
５
・
６
の
点
）
と

59

カ
（
１
・
６
の
点
）
で
表
す
。
予
祝
で
踊
っ
て
い
る
様
を
表
す

象
形
文
字
。
踊
っ
て
い
る
様
を
象
っ
た
も
の
と
し
て
、
若
、

委
、
季
が
あ
る
。

（

）
「
秒

」

り
下
が
り
（
２
・
３
・
６
の
点
）
と

60

少
（
ソ
：
２
・
４
・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

今
回
の
学
習

５
．

複
合
文
字
（
２
）

４
．

第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で

構
成
さ
れ
る
文
字
（
４
）

※
「
里
（
４
・
５
と
リ
：
１
・
２
・
５
）
」
を
パ
ー
ツ
と
し

て
含
む
文
字
５
つ
。

（

）
「
量

」

日

（
リ
下
が
り
：
２
・
３
・
６
の

61

点
）
と
里

（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は

日
／
一
／
里
。
音
読
み
の
リ
ョ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
か

さ
〟
、
名
前
に
〝
か
ず
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
水
量
〟
〝
推
量
〟

〝
雨
量
〟
〝
積
雪
量
〟
〝
運
動
量
〟
〝
音
量
〟
〝
度
量
〟
〝
度

量
衡
〟
〝
感
無
量
〟
〝
感
慨
無
量
〟
〝
容
量
〟
〝
許
容
量
〟
〝
器

量
〟
〝
酌
量
〟
〝
適
量
〟
〝
微
量
〟
〝
裁
量
〟
〝
軽
量
〟
〝
力

量
〟
な
ど
多
数
。

・
「
重
」
と
重
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
３
つ
。

（

）
「
重

」

３
・
６
の
点
と
里

（
リ
：
１
・

62

２
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
千
・
里
。
音
読
み
の
ジ
ュ
ウ

は
呉
音
、
チ
ョ
ウ
は
漢
音
。
名
前
に
〝
し
げ
〟
が
あ
る
。
熟
語

に
ジ
ュ
ウ
と
し
て
〝
重
症
〟
〝
重
体
〟
〝
重
役
〟
〝
重
税
〟
〝
厳

重
〟
〝
過
重
〟
〝
重
厚
〟
〝
重
大
〟
〝
重
責
〟
〝
重
鎮
〟
〝
体

重
〟
〝
鰻
重
〟
な
ど
、
チ
ョ
ウ
と
し
て
〝
貴
重
〟
〝
自
重
〟
〝
慎

重
〟
〝
軽
重
〟
〝
貴
重
〟
〝
尊
重
〟
〝
珍
重
〟
〝
丁
重
〟
、
訓

読
み
と
し
て
〝
紙
一
重
〟
〝
重
荷
〟
〝
二
重
〟
〝
幾
重
〟
〝
重

ね
着
〟
〝
度
重
な
る
〟
な
ど
。
音
訓
で
構
成
さ
れ
た
熟
語
に
〝
重

箱
〟
（
訓
音
で
構
成
さ
れ
た
も
の
は
〝
湯
桶
読
み
〟
と
い
い
、

〝
手
本
〟
〝
消
印
〟
な
ど
が
あ
る
。
）
、
寺
院
に
あ
る
〝
五
重

塔
〟
は
地
、
水
、
火
、
風
、
空
の
五
大
を
意
味
し
５
層
に
造
っ

た
、
仏
舎
利
を
祀
る
塔
。
多
層
塔
で
最
も
多
い
の
は
〝
三
重
塔
〟

で
あ
る
。
都
道
府
県
の
一
つ
に
〝
三
重
県
〟
が
あ
る
。
な
お
〝
重

複
〟
は
〝
ち
ょ
う
ふ
く
、
じ
ゅ
う
ふ
く
〟
の
読
み
が
あ
る
が
、

〝
じ
ゅ
う
ふ
く
〟
で
辞
書
を
引
く
と
意
味
は
〝
ち
ょ
う
ふ
く
〟
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を
参
照
と
表
示
さ
れ
る
。

（

）
「
種

」

禾
偏
（
ノ
：
２
・
３
・
４
の
点
）
と

63

重

（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
禾
偏
＋

重
。
音
読
み
の
シ
ュ
は
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
く
さ
〟
が
あ
る
。

熟
語
に
〝
一
種
〟
〝
異
種
〟
〝
各
種
〟
〝
業
種
〟
〝
接
種
〟
〝
雑

種
〟
〝
種
別
〟
〝
言
種
（
い
い
ぐ
さ
、
草
と
も
書
く
）
〟
〝
語

り
種
（
か
た
り
ぐ
さ
、
草
）
〟
〝
変
り
種
（
だ
ね
）
〟
な
ど
。

（

）
「
動

」

重

（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）

64

と
力

（
ヌ
：
１
・
３
・
４
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
重
＋

力
。
音
読
み
の
ド
ウ
は
呉
音
。
音
読
み
に
〝
や
や
‐
も
す
れ
ば
〟

が
あ
る
。
元
は
童
＋
力
、
使
役
さ
れ
る
も
の
が
童
で
、
力
は
畑

を
耕
す
道
具
を
意
味
す
る
。
童
の
ド
ウ
の
読
み
が
そ
の
ま
ま
使

わ
れ
た
。
熟
語
に
〝
自
動
〟
〝
運
動
〟
〝
能
動
〟
〝
受
動
〟
〝
不

動
〟
〝
反
動
〟
〝
微
動
〟
〝
騒
動
〟
〝
鼓
動
〟
〝
起
動
〟
〝
振

動
〟
〝
始
動
〟
〝
発
動
〟
〝
動
産
〟
〝
動
力
〟
〝
動
乱
〟
〝
動

員
〟
〝
驚
天
動
地
〟
〝
妄
動
〟
〝
蠢
動
〟
〝
衝
動
買
い
〟
な
ど

多
数
。

（

）
「
働

」

人
偏
（
ナ
：
１
・
３
の
点
）
と
動

65

（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
人
偏
＋
動
。
国

字
。
熟
語
に
〝
稼
働
〟
〝
実
働
〟
〝
重
労
働
〟
〝
気
働
き
〟
〝
只

働
き
〟
〝
共
働
き
〟
〝
怠
け
者
の
節
句
働
き
〟
〝
労
働
三
法

（
労
働
組
合
法
、
労
働
基
準
法
、
労
働
関
係
調
整
法
）
〟
〝
労

働
三
権
（
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、
団
体
行
動
権
）
〟
な
ど
。

『
字
解
』
音
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
参
加
の
お
願
い

２
０
１
１
年
６
月
吉
日

『
字
解
』
音
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
起
人
会

山
内
薫
、
岡
田
健
嗣
、
田
中
秀
臣
、
木
村
多
恵
子

音
訳
者
各
位

日
頃
の
視
覚
障
害
者
の
読
書
環
境
の
改
善
へ
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
は
こ
の
度
、
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
に
よ
る
『
常
用

字
解
』
、
『
人
名
字
解
』
（
白
川
静
著
、
平
凡
社
）
の
漢
点
字

訳
の
完
成
を
機
に
、
視
覚
障
害
者
の
漢
字
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

幅
を
よ
り
広
げ
ら
れ
な
い
か
と
、
同
書
の
音
訳
を
試
み
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

左
は
、
『
常
用
字
解
』
、
『
人
名
字
解
』
の
音
訳

を
、
全
国
の
音
訳
者
の
皆
様
に
呼
び
か
け
る
趣
意
書

で
す
。
多
く
の
皆
様
の
お
手
を
挙
げ
て
下
さ
る
こ
と

を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
初
回
の
会
合
を
、
６

／

(

水)

、

：

～
、
墨
田
区
立
寺
島
図
書
館
で

29

14

00

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
精
読
下
さ
い
。

－ １８ －



こ
の
二
冊
を
選
び
ま
し
た
理
由
は
、
白
川
漢
字
学
の
集
大
成

で
あ
る
『
字
統
』
、
『
字
訓
』
、
『
字
通
』
の
三
部
作
を
、
よ

り
一
般
向
け
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
、
平
明
な
文
章
で
理
解

し
易
い
た
め
、
視
覚
障
害
者
も
白
川
漢
字
学
の
門
戸
に
歩
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
こ
の
二

冊
は
、
体
裁
は
漢
和
辞
典
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
読
み

物
に
近
い
も
の
で
す
。
作
家
の
宮
城
谷
昌
光
氏
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、
「
漢
字
は
歴
史
の
窓
」
で
す
。
漢
字
の
世
界
を
楽
し
み

な
が
ら
歴
史
を
遠
望
す
る
、
こ
の
二
冊
を
読
む
こ
と
の
楽
し
み

は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

漢
点
字
が
世
に
問
わ
れ
て
既
に

年
余
り
が
た
ち
ま
し
た

40

が
、
そ
の
普
及
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ

の
理
解
者
も
、
残
念
な
が
ら
そ
の
当
初
に
比
べ
て
も
、
増
え
て

い
な
い
現
状
で
す
。
し
か
し
、
漢
点
字
書
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
手
で
着
実
に
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会

で
は
、

年
近
く
に
わ
た
っ
て
、
漢
字
の
理
解
な
し
に
は
読
解

15

困
難
な
本
、
あ
る
い
は
漢
字
そ
の
も
の
に
関
す
る
本
の
漢
点
字

訳
に
力
を
注
い
で
参
り
ま
し
た
。

そ
の
活
動
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
漢
点
字
は
、
漢
字
の
要

素
を
充
分
表
現
し
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、
漢
点
字
は
漢
字
体
系
の
触
読
文
字
で
あ
る
こ
と
を
、
事
実

と
し
て
充
分
示
し
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
活
動
か
ら
分
か
っ
て
来
た
こ
と
は
、
先
天
の

視
覚
障
害
者
と
後
天
の
視
覚
障
害
者
の
漢
字
受
容
の
実
態
と
、

そ
れ
に
伴
う
様
々
な
障
害
に
関
し
て
の
相
違
で
す
。
先
天
性
の

視
覚
障
害
者
は
、
漢
字
の
教
育
を
受
け
る
機
会
が
閉
ざ
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
と
異
な
り
、
初
等
・
中
等
教
育
の
課
程
で
、
漢

字
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
漢
字
の
知
識

な
し
に
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
表
さ
れ
た
文
章
を
読
む
こ
と

を
強
い
ら
れ
ま
す
。

一
方
中
途
失
明
者
は
、
一
般
の
教
育
課
程
で
漢
字
を
習
得

し
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
読
み
書
き
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
失
明
と
と
も
に
、
そ
の
能
力
を
失
い
、
読
書
か
ら
受
け

る
経
験
も
、
極
め
て
狭
い
範
囲
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
自
ら
は
漢
字
を
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
使
え
な
い
情
況

に
置
か
れ
、
そ
の
能
力
が
徐
々
に
減
衰
し
て
い
く
と
い
う
危
虞

に
見
舞
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

後
天
の
視
覚
障
害
の
方
が
、
そ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
読
書
の

経
験
を
、
如
何
に
今
後
に
生
か
せ
る
か
、
こ
の
二
冊
の
本
の
音

訳
を
通
し
て
、
漢
字
に
対
す
る
知
識
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と
が
、

大
変
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
視
覚
障
害
者
の
読
書
は
、
音
訳
書
に
多
く
を
依
存
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
二
冊
の
漢
点
字
訳
の
経
験
を
音
訳
に

生
か
し
て
、
ま
ず
は
同
書
の
音
訳
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
。『

常
用
字
解
』
、
『
人
名
字
解
』
は
漢
和
辞
典
で
す
。
し
か

し
そ
の
特
徴
の
一
つ
が
、
こ
れ
ま
で
の
漢
和
辞
典
と
は
異
な
っ

て
、
見
出
し
字
が
音
読
の
五
十
音
順
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
こ

－ １９ －



と
で
す
。

音
訳
書
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
現
在
デ
ジ
タ
ル
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
が

主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

の
特
性
は
、
速
や
か
な
検
索
機
能
に
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

の
階
層
を
利
用
し
て
同
書
の
五
十
音
順
の
配
列
を
検
索
す
れ

ば
、
何
回
か
の
キ
ー
タ
ッ
チ
で
目
的
の
漢
字
に
行
き
着
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
漢
点
字
版
を
製
作
す
る
に
当
た
っ
て
、
採
用
し
た
大
き

な
特
徴
は
「
字
式
」
の
採
用
で
す
。
「
字
式
」
と
は
、
漢
字
の

構
成
要
素
の
配
置
を
、
「
＋
、
／
、
＞
」
や
括
弧
と
い
う
数
学

記
号
を
使
っ
て
表
す
も
の
で
す
。
例
え
ば
「
村
」
で
あ
れ
ば

「
木
偏
＋
寸
」
、
「
守
」
で
あ
れ
ば
「
ウ
冠
／
寸
」
、
「
国
」

で
あ
れ
ば
「
囗
（
く
に
構
え
）
＞
玉
」
と
表
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
漢
字
は
、
そ
の
構
成
要
素
と
そ
の
配
置
が
、
そ
の
意
味
や

読
み
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か
理
解

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
案
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
「
字

式
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
音
訳
に
も
生
か
せ
れ
ば
、
現
在
視
覚
障
害

者
に
と
っ
て
困
難
と
さ
れ
る
漢
字
の
字
形
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

も
、
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
に
当
た
っ
て
、
二
つ
の
プ

ロ
セ
ス
が
想
定
で
き
ま
す
。
一
つ
は
、
読
み
方
の
統
一
で
す
。

何
回
か
の
打
ち
合
わ
せ
と
検
討
を
重
ね
る
こ
と
で
、
皆
様
の
貴

重
な
ご
経
験
を
加
味
し
な
が
ら
、
よ
い
方
法
を
築
け
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
も
う
一
つ
は
編
集
で
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
五
十

音
順
の
配
列
で
は
、
サ
行
の
辺
り
に
漢
字
が
集
中
し
ま
す
。
従

っ
て
検
索
を
容
易
に
す
る
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
の
階
層
を
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
ゆ
く
か
が
、
案
外
面
倒
な
作
業
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
も
皆
様
と
共
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
最
も
よ
い
と

思
わ
れ
る
方
法
を
見
い
だ
せ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

『
常
用
字
解
』
は
『
人
名
字
解
』
の
規
模
の
、
お
よ
そ
２
倍

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
『
常
用
字
解
』
の
完
成
を
２
年
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
現
在
の
時
点
で
の
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
目
標
は
、
具
体
的
に
作
業
を
開
始
す
る
と
き
に
立
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
試
み
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
幸
甚
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

『
字
解
』
音
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
第
１
回
打
合
会

日
時
：
２
０
１
１
年
６
月

日(

水)

午
後
２
時
～
４
時

29

場
所
：
墨
田
区
立
寺
島
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

東
京
都
墨
田
区
東
向
島
３-

-

４

34

電
話
：
３
６
１
１-

４
６
１
０

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

参
加
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
下
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

又
は
電
話
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

－ ２０ －
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八
木
沢
療
院
内

「
常
用
字
解
」
と
「
人
名
字
解
」
の
デ
ー
ジ
ー
に
よ
る
音

訳
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す

「
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
」
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
上

記
二
冊
を
漢
点
字
で
読
め
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
こ

と
は
大
変
な
喜
び
で
す
。
け
れ
ど
も
こ
の
二
冊
を
現
実
に
全
部

触
読
で
読
み
こ
な
す
に
は
大
変
な
時
間
と
労
力
と
を
要
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
本
の
内
容
を
全
体
と
し
て
理
解
す
る

た
め
に
、
ど
う
し
て
も
音
訳
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
何
度
も

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
ま
ず
、
本
の
内
容
を
十
分

に
理
解
し
た
い
の
で
す
。

ど
ん
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
知
り
、
さ
ら
に
改
め
て

自
分
が
知
り
た
い
文
字
の
意
味
や
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
は

検
索
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
デ
イ
ジ
ー
形
式

で
作
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
れ
ば
辞
書
と
し
て
活
用
が
広
ま
り
ま

す
。
読
み
物
で
あ
り
、
辞
書
と
し
て
効
果
的
に
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。

現
実
に
こ
の
二
冊
を
音
訳
し
て
い
た
だ
く
に
は
緻
密
な
打
ち

合
わ
せ
と
根
気
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
実
行
に
移
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

皆
様
の
ご
苦
労
を
知
り
つ
つ
も
な
お
、
音
訳
化
を
お
願
い
し

た
い
の
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
報
告
と
ご
案
内

一

お
見
舞
い

去
る
三
月
十
一
日

：

に
、
東
北
・
関
東
地
方
を
襲
っ
た

14

46

大
地
震
は
、
壊
滅
的
な
爪
痕
を
、
現
在
も
な
お
そ
の
ま
ま
に
残

し
て
お
り
ま
す
。

被
災
地
を
訪
れ
て
物
資
を
届
け
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
来
ら
れ
た
方
か
ら
の
お
話
で
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報

道
か
ら
は
知
ら
れ
な
い
、
生
々
し
い
被
害
の
実
際
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
壊
滅
と
は
正
し
く
壊
滅
を
意
味
す
る
、
喩
で
は

な
い
、
そ
の
意
味
で
は
言
葉
に
な
ら
な
い
情
況
が
現
出
し
て
い

る
こ
と
を
、
お
聴
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
を
つ
む
る

と
、
そ
の
光
景
が
浮
か
ぶ
と
お
っ
し
ゃ
る
方
に
も
お
会
い
し
ま

し
た
。

し
か
し
本
当
は
こ
れ
か
ら
で
は
な
い
か
、
息
の
長
い
支
援
を

如
何
に
持
続
さ
せ
る
か
、
こ
れ
は
じ
っ
く
り
胸
に
問
う
必
要
が

あ
る
、
そ
う
思
わ
な
い
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

被
災
地
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
、
現
在
も
同
地
の
避
難
所
に
身

を
寄
せ
て
お
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
新
た
な
居
住
地
を
求
め
て

住
み
慣
れ
た
地
を
離
れ
た
り
し
て
お
ら
れ
る
方
々
は
、
こ
れ
か

ら
新
た
な
日
常
を
構
築
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
困
難
と
心
細
さ
と
、
そ
し
て
３
・
１
１
以
前
の
所
有
と
関
係

－ ２１ －



の
喪
失
感
は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。私

た
ち
非
被
災
者
に
で
き
る
こ
と
、
行
う
べ
き
こ
と
を
、
考

え
続
け
て
行
き
た
い
と
、
戒
め
た
い
も
の
で
す
。

二

『
常
用
字
解
』
、
『
人
名
字
解
』
の
音
訳

前
号
で
呼
び
か
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
横
浜
漢

点
字
羽
化
の
会
で
は
『
常
用
字
解
』
、
『
人
名
字
解
』
の
漢
点

字
訳
を
完
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
漢
点
字
を
ご
存
じ
な
い
視
覚
障
害
者
は
沢
山
お
ら
れ

ま
す
。
な
か
で
も
中
途
失
明
の
方
々
は
、
漢
字
の
知
識
は
お
持

ち
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
保
持
す
る
手
立
て
を
失
わ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

そ
れ
を
音
訳
と
い
う
方
法
で
補
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
こ

れ
が
こ
の
呼
び
か
け
の
発
端
で
す
。

趣
意
書
を
収
録
致
し
ま
し
た
の
で
、
ご
精
読
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

三

改
訂
・
入
力
マ
ニ
ュ
ア
ル

本
会
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
漢
点
字
書
を
製
作
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
一
般
の
文
書
を
作
る
の
と
ほ
ぼ
同

じ
プ
ロ
セ
ス
で
文
書
を
作
っ
て
、
最
後
に
漢
点
字
変
換
プ
ロ
グ

ラ
ム
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
で
変
換
し
編
集
し
て
、
漢
点
字
書
と
し
て

読
み
易
い
も
の
に
仕
上
げ
ま
す
。

し
か
し
一
般
の
文
書
を
作
る
要
領
だ
け
で
は
、
読
み
易
い
も

の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ご
く
基
本
的
な
入
力
方
式
を
ま
と
め
ま
し
た
。
Ｅ

Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
を
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、
是
非
お
手
元

に
お
置
き
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四

研
修

（
有
）
横
浜
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
障
害
者

の
外
出
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
求
め
て
、
障
害
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

受
講
対
象
は
同
社
在
籍
者
、
羽
化
の
会
会
員
、
そ
し
て
本
誌

の
読
者
の
皆
様
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
回
は
７
月

日
（
金
）
、

：

～

：

、
横
浜
市

15

18

15

19

45

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
会
議
室
９
０
２
号
。

内

容
：

麻
痺
に
つ
い
て

受
講
料
：

無
料

申
し
込
み
：

同
社
、
あ
る
い
は
岡
田
ま
で
。

E
-
M
A
I
L
:
o
k
a
d
a
_
t
r
_
e
i
b

＠y
b
b
.
n
e
.
j
p

電
話
：

0
3
-
3
6
1
3
-
3
1
6
0

八
木
沢
療
院
内
・
岡
田

0
4
5
-
2
6
3
-
0
3
0
6

横
浜
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

定
員

名
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
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漢

文

の

ペ

ー

ジ

漢

文

の

ペ

ー

ジ

大
魚
の
「
鯤
」
と
巨
鳥
の
「
鵬
」

荘
子

こ
ん

ほ
う

そ

う

し

北

冥

有
レ

魚
。
其

名

為
レ

鯤
。

ニ

リ

ノ

ハ

ス

ト

鯤

之

大

、
不
レ

知
二

其

幾

千

里
一

イ
サ

ラ

ノ

ナ
ル
カ
ヲ

也
。
化

而

為
レ

鳥
。
其

名

為
レ

鵬
。

シ
テ

ル

ト

ノ

ハ

ス

ト

鵬

之

背
、
不
レ

知
二

其

幾

千

里
一

ラ

ノ

ナ
ル
カ
ヲ

也
。

怒

而

飛

、
其

翼

若
二

垂

天

シ
テ

ブ
ヤ

ノ

ハ

シ

之

雲
一

。
是

鳥

也
、
海

運

則

将
レ

ノ

ノ

ケ
バ

チ

ニ

徙
二

於

南

冥
一

。
南

冥

者
、
天

池

ラ
ン
ト

ニ

ト

也
。
斉

諧

者
、
志
レ

怪

者

也
。
諧

ス

ヲ

之

言

曰
、
「
鵬

之

徙
二

於

南

冥
一

ニ

ク

ル
ヤ

ニ

也
、
水

撃

三

千

里
、
搏
二

扶

揺
一

ニ

ツ
コ
ト

ッ
テ

ニ

而

上

者

九

万

里

、

去

以
二

六

月
一

ガ
ル

リ
テ

テ

ヲ

息

者

也
」

フ

ト

北
冥
（
ほ
く
め
い
）
に
魚
有
り
。
其
の
名
は
鯤
（
こ
ん
）
と

為
す
。
鯤
の
大
い
さ
、
其
の
幾
千
里
な
る
か
を
知
ら
ず
。
化
し

て
鳥
と
為
る
。
其
の
名
は
鵬(

ほ
う)

と
為
す
。
鵬
の
背
、
其
の

幾
千
里
な
る
か
を
知
ら
ず
。
怒
し
て
飛
ぶ
や
、
其
の
翼
は
垂
天

の
雲
の
若
し
。
是
の
鳥
や
、
海
運
（
う
ご
）
け
ば
則
ち
将
に
南

冥
に
徙
（
う
つ
）
ら
ん
と
す
。
南
冥
と
は
天
池
な
り
。
斉
諧

（
せ
い
か
い
）
は
怪
を
志
（
し
る
）
す
者
な
り
。
諧
の
言
に
曰

く
、
「
鵬
（
お
お
と
り
）
の
南
冥
に
徙
る
や
、
水
に
撃
つ
こ
と

三
千
里
、
扶
揺
（
ふ
よ
う
）
に
搏
（
う
）
っ
て
上
が
る
こ
と
九
万

里
、
去
り
て
六
月
（
り
く
げ
つ
）
を
以
て
息
（
い
こ
）
う
者
な

り
」
と
。

『
荘
子
』
（
書
物
の
時
は
ソ
ウ
ジ
と
濁
る
）
逍
遙
遊
篇
は
、

そ

う

じ

冒
頭
の
第
一
段
落
か
ら
い
き
な
り
大
き
な
話
で
は
じ
ま
る
。

北
の
果
て
の
海
に
す
む
鯤
と
い
う
巨
大
な
魚
は
、
鵬
と
い
う

巨
鳥
と
な
る
。
奮
い
た
っ
て
飛
べ
ば
、
そ
の
つ
ば
さ
は
海
に
垂

れ
下
が
る
雲
の
よ
う
。
海
面
を
ゆ
り
動
か
し
、
南
の
果
て
の
海

へ
と
飛
で
い
く
。
斉
諧
は
奇
怪
な
こ
と
を
記
す
人
物
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
鵬
が
南
の
果
て
の
海
に
移

動
す
る
と
き
は
、
海
面
を
た
た
く
よ
う
に
は
ば
た
き
を
す
る
だ

け
で
三
千
里
も
飛
び
、
旋
風
を
起
こ
し
な
が
ら
九
万
里
の
高
さ

ま
で
飛
び
あ
が
る
。
そ
し
て
、
大
空
を
飛
行
す
る
こ
と
六
ヶ

月
、
よ
う
や
く
ひ
と
息
つ
く
」

※
「
南
冥
者
天
池
也
」
と
「
斉
諧
者
志
怪
者
也
」
は
、

な
ん
め
い
と
は
て
ん
ち
な
り

せ
い
か
い
は
か
い
を
し
る
す
も
の
な
り

も
と
は
注
だ
っ
た
も
の
が
本
文
に
混
入
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

－ ２３ －



－ ２４ －

北 冥 ニ 有 リ 魚 。 其 ノ 名 ハ 為

ス 鯤 ト 。 鯤 之 大 イサ 、 不

知 ラ 其 ノ 幾 千 里 ナルカヲ 也 。 化 シ

テ 而 為 ル 鳥 ト 。 其 ノ 名 ハ 為

ス 鵬 ト 。 鵬 之 背 、 不 知 ラ

其 ノ 幾 千 里 ナルカヲ 也 。 怒 シテ 而

飛 ブヤ 、 其 ノ 翼 ハ 若 シ 垂 天 之

雲 ノ 。 是 ノ 鳥 也 、 海 運 ケ バ 則

チ 将 ニ 徙 ラント 於 南 冥 ニ 。

南 冥 ト 者 、 天 池 也。 斉 諧 者 、 志

ス 怪 ヲ 者 也 。 諧 之 言 ニ 曰 ク 、

「 鵬 之 徙 ル 於 南 冥 ニ 也 、 水

ニ 撃 ツコト 三千 里 、 搏 ッテ 扶

揺 ニ 而 上 ガル 者 九万 里 、

去 リテ 以 テ 六 月 ヲ

息 フ 者 也 」 ト

『朗読してみたい中国古典の名文』
（渡辺精一・祥伝社新書）を参照、
多くを引用させていただきました。



(横－１） － ２５ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第二十六回

４ 基本文字（３）… 比較文字

比較文字の近似文字

（１） 斥 セキ しりぞ‐ける うかが‐う

「斤 」の〈近似文字〉です。「斤 」の右側の縦の線に、小さな点

を加えた形です。おので断ち割る意味があります。「斥力、排斥」と用いて

〝しりぞける〟の意味を、「斥候」（軍隊の行軍で、先を見る役目）と用い

て、〝うかがう〟の意味を表します。漢点字では、「 」で表されます。

「斥力」「斥候」「排斥」「除斥」

（２） 丘 キュウ おか

「升 」の〈近似文字〉です。土地の盛り上がった小さな山のことで

す。元は、天辺が窪んだ、盆地の意味がありました。また古くは、土を高

く盛り上げた墓も指しました。漢点字では、「 」で表されます。

「丘陵」「墳丘」「段丘」

比較文字に類似した文字

ここでご紹介する文字は、〈比較文字〉ではありませんが、墨字の字形に

共通する所があったり、漢点字の字形が指事的であったり、〈比較文字〉と

性格を共有する文字です。

ここでは、二組・四文字をご紹介します。

※「乗」と「垂」。

＊この二つの文字は、原字は異なりますが、常用漢字では、上の部分が

同じ形をしています。下に、「乗」では「木 」が、「垂」では「土 」が

置かれます。

（１） 乗 ジョウ の‐る の‐せる

この文字の上の部分は、人が足を交差させて踏ん張っている形を象って

いると言われます。その下に、「木 」を置いた形です。〝のる、のせる〟

とは、人が乗り物や馬にのることです。〝のせる〟と読んで、人をその気

にさせること、〝じょうずる〟と読んで、弱みにつけ込む意味にも用いら



－ ２６ － (横－２）

れます。また、計算の方法、〝かけ算〟の意味も表します。同じ数を上へ上

へと積み重ねて行く、その計算法を言います。漢点字では、天辺のカタカナ

の「ノ」の形を「 」で、「木 」を「 」で表します。

「乗車」「乗降客」「乗馬」「乗用車」「加減乗除」「二の二乗は四」「乗合

馬車」「馬乗り」「乗っ取る」

（２） 垂 スイ た‐れる た‐らす

「乗 」の上の部分の下に「土 」を置いた形の文字です。上の部分は

「乗 」とは異なって、穀物の穂が実って垂れた形を表しています。〝た

れる、たらす〟と読んで、上から下へものが垂れ下がる、上から下へ真っ直

ぐに垂れる、液体が垂れ落ちる、上から下へ下賜する、申し伝える等の意味

があります。漢点字では、「 」で表されます。

「垂直」「枝垂れ桜」「雨垂れ」「虫垂炎」

※「浮」と「沈」。

＊この二文字も〈比較文字〉ではありませんが、意味の上と漢点字の符号

から、グループとして理解されます。

（３） 浮 フ う‐く う

‐かぶ う‐かべる

「さんずい」の右側にカタカナの「ノ、ツ」、その下に「子 」を置いた

形の文字です。カタカナの「ノ、ツ」とその下の「子 」は、手で卵を育ん

で孵す形を表しています。そっと卵を抱える形から、水の上を漂うという意

味が生じました。水の上の浮き草のように、空の雲のように、当てもなく漂

っている様子を表しています。漢点字では、「 」で表されます。

「浮漂」「浮動票」「浮き世」「浮き草」「浮き雲」「浮き輪」

（４） 沈 チン しず‐む しず‐める

「さんずい」の右側に、「人 」が置かれて、その首の辺りに、ワ冠を配

した形の文字です。古く、牛を犠牲にして、水に沈めたことに由来した文字

です。〝しずむ、しずめる〟は、水に沈める、心静かにものを思う、心が浮

かないという意味に用いられます。漢点字では、「 」で表されます。

「沈黙」「沈思黙考」「沈潜」「沈鬱」「沈殿」「沈没」「浮沈」



Ｅ－ＭＡＩＬ（岡田健嗣）： okada_tr_eib@ybb.ne.jp

横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://www.ukanokai-web.jp/

《表紙絵 岡 稲子》 次回の発行は8月15日です。
※本誌(活字版･DAISY版･ディスク版)の無断転載は固くお断りします。

▼
当
誌
「
う
か
」
は
当
会
の
広
報

媒
体
と
し
て
大
き
な
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
紙
媒
体
と

し
て
の
「
う
か
」
は
配
布
先
も
限
ら
れ
、
ご
く
少
数
の
関

係
者
に
し
か
行
き
渡
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
会
で
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
「
う
か
」
と
し
て
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
▼
こ
の
た
び
、

サ
ー
バ
ー
を
提
供
し
て
い
る
業
者
の
都
合
に
よ
り
、
こ
の

サ
ー
バ
ー
の
利
用
が
来
年
５
月
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
サ
ー
バ
ー
を
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
は
新
し
い
ア
ド
レ
ス
（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

u
k
a
n
o
k
a
i
-
w
e
b
.
j
p
/

）
で
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利

用
頂
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
▼

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
羽
化
の
会
の
生
い
立
ち
か
ら
漢
点
字
の
基
礎
に
関
す

る
資
料
を
ご
紹
介
す
る
と
も
に
、
「
う
か
」
の
内
容
紹
介

を
も
う
１
つ
の
主
要
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は

「
う
か
」
の
最
新
号
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
少
し
ず
つ
遡
っ
て
紹
介
し
て
お
り
、
最

終
的
に
は
創
刊
号
ま
で
収
録
す
る
よ
う
な
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
計
画
を
達
成
す
る
に
は
ま
だ
か

な
り
の
時
日
を
要
す
る
よ
う
で
、
そ
の
点
は
お
許
し
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

(

木
下

和
久)

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

－ ２７ －


